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研究概要 

本研究は、地域で開催される芸術祭に焦点をあて、アートが地域の文化資源や特定の場所・環境と関

わることで、その芸術的価値を発揮しつつ、かつ地域の魅力を引き出している具体的事例を調査するこ

とを目的とした。特に、アート作品が地域の中に置かれることで、そこに暮らす地域住民にどのような

影響や変化が見られるのか、どのような摩擦や課題が生じているのか、それらの課題をどのように乗り

越えることができるのかを調査することで、アートと地域が真に協働し、それぞれの力を発揮するため

には、どのようなキュレーションが求められるのかを明らかにすることを目指した。 

しかしながら、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、多くの芸術祭やアートイベントが延

期や中止、または規模を縮小しての開催となった。人々の移動が制限される中、アートが地域と協働す

ることや、地域でアートと人々が関わることはどのような意味をもつのか、さらには「協働」とは何か

を問い直す必要に迫られた。そこで、アートイベントへの参加や協働の形そのものを再考することで、

新たなアートと地域の関わり方を考えることを目指した。結果として本研究は、芸術祭やアートイベン

トへの参加に必ずしも限定されない、日常（生活）と接する芸術体験としての詩の制作実践や、地域の

建築体験ツアー、自己治癒としてのダンスなどを事例として、芸術体験の豊かさそのものを今一度見つ

め直し、日常や地域とアートとの繋がりを考える研究へと発展した。 

成果要約 

 「大地の芸術祭の里 越後妻有 2020 秋」を訪問し、NPO 法人里山協働機構、地元サポーター、十日町

市に、行政・NPO・地元の連携や工夫と課題、芸術祭による町や人々の変化、芸術祭運営上の課題や今後

の展望についてのヒアリングおよび調査を行った。全体として芸術祭そのものへの愛着と誇りが人々に

醸成されてきていることを実感しつつ、それぞれの立場によって芸術祭や作品への見方・関わり方があ

ることが把握できた。 

また、新型コロナウイルスの感染拡大は、多くの人々が自身の日常を見つめ直す契機となっていると

考えられる。芸術祭やアートイベントとは異なる形でのアートとの出会い方を考察するため、日常的な

メールという手法で詩の配信を続ける詩人の松井茂氏（情報科学芸術大学院大学［IAMAS］准教授）によ

る「方法詩の実践と社会との関わりについて」と題するレクチャーを富山大学で開催した。本レクチャ

ーを通して、孤独でありながらも他の時代や他の地域の人々の言葉と繋がるコミュニケーションの方法

として、詩をはじめとするアート実践があることを実感できた。さらに、建築ツアーを通して、コミュ

ニティ・アーカイブという手法から市民の芸術体験を考える伊村靖子氏（情報科学芸術大学院大学

［IAMAS］准教授）との研究会や、ポストモダンダンスの自己治療的側面について研究する外山紀久子氏

（埼玉大学人文社会科学研究科教授）との研究会を通じて、作品を通じたコミュニケーション、すなわ

ち、つくること、見ることという芸術体験の原点に立ち返って考察できたことは、これからのアートと

人々や地域の協働を考える上で、重要な示唆を与えるものとなった。 



研究成果 
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本研究の成果は、令和 3年度に P D F 版の報告冊子にまとめ、富山大学学術情報リポジ

トリを通じて公開する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経費の 

執行状況 

区 分 執行額（円） 備 考 

【物品費】 

書籍 

リニア PCM レコーダー 

 

【旅費】 

現地調査（大地の芸術祭の里） 

研究会講師招聘（1件） 

 

【謝金】 

研究会講師謝金（3件） 

 

【その他】 

研究会記録のテープ起こし（3件） 

研究会記録映像作成（1件） 

報告冊子作成費用 
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うち 2件はオンラインに

より実施。 

 

 

 

令和 3年度に執行予定。 

 合計 450,000 円  

 


